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 要 旨 
目的： 
いくつかの研究で、スクリーニング単独より生活様式の改善を加えた方が大腸がんの減

少効果があると報告されている。大腸がんの一次予防の可能性を確かめるために、アメリ

カにおける改善が可能な生活様式がどの程度であるか調査した。 
方法： 
アメリカを代表する横断研究である5つのNHANES(1999-2000, n=2,753; 2001-2002, 

n=3,169; 2003-2004, n=2,872; 2005-2006, n=2,993; 2007-2008, n=3,438)を用いた。World 
Cancer Research Fundで大腸がんの確実な原因とされている5つの要因（肥満、運動不足、

赤身肉、加工肉、飲酒）、Surgeon Generalが可能性があるとする喫煙を評価した。それぞ

れのリスクファクターを分類・結合し、全体として、性、人種、年齢、年ごとにまとめた。

結果： 
2007－2008年では20-69歳の成人81％が少なくとも1つの改善可能な習慣を持っていた。

50歳未満では15％以上の者が3つ以上のリスクファクターを持っていた。1999年と2008年
でリスクファクターの保有割合は変化がなかった。これらの大腸がんのリスクファクター

は目新しいものではなく、他の慢性疾患のリスクファクターと同じである。 
結論： 
これらの知見は予防政策に寄与するものである。大腸がんや他の慢性疾患の原因となる

生活要因の意識を高めることで、特に若年成人で、生活様式を変えさせるかもしれないし、

スクリーニングガイドラインの遵守につながるかもしれない。スクリーニングと生活様式

の改善を相互に組み合わせることで、効果的に大腸がんを減らすことができるだろう。 

 




